
第9回全国高等学校情報教育 
研究会（神奈川大会）参加報告 

富山県立富山中部高等学校 

中村 典子 



大会について 

開催日：2016年8月8日（月）～8月9日（火） 
会 場：専修大学（生田キャンパス）  
     神奈川県川崎市多摩区東三田２－１－１ 
 
主 催：全国高等学校情報教育研究会 
共 催：神奈川県高等学校教科研究会情報部会  

参加者数：２６４名（公表） 



大会日程（１日目・８月８日（月）） 

・11:00～11:30 運営委員会 
・11:30～     受付 
・13:00～14:30 開会行事 
         開会挨拶、来賓祝辞等、基調講演 
         基調講演者：金田 賢伊知 氏 
           （国立研究開発法人 宇宙航空研究 
            開発機構セキュリティ・情報化推進部） 
・14:30～15:30 ライトニングトーク 
         分科会等の紹介 
・15:30～17:00 ポスターセッション・企業展示 
       日頃の教育実践・研究成果等のポスター発表 
・17:15～19:00 教育懇談会 

 



大会日程（２日目・８月９日（火）） 
・8:00～     受付 
・8:30～14:00  分科会・企業展示 
         日頃の教育実践・研究成果等の発表、 
         意見交換 
・14:15～15:15 講評・講演 
         講評・講演者：鹿野 利春 先生 
        （国立教育政策研究所 教育課程研究 
         センター研究開発部 教育課程調査官 
         文部科学省 初等中等教育局児童生徒課   
         産業教育振興室  教科調査官 
         生涯学習政策局情報教育課 情報教育 
         振興室教科調査官） 
・15:15～15:30 閉会行事 
         閉会挨拶・次年度開催県挨拶等 
・15:30～    記念撮影・解散 



大会１日目（８月８日（月）） 



運営委員会 



運営委員会 決定事項 

・第１０回全国高等学校情報教育研究会全国大会（東京大会） 
 会場は、電気通信大学 
 日程 平成２９年８月９日（水）～８月１０日（木） 
・第１１回全国高等学校情報教育研究会全国大会（秋田大会） 
 会場は、秋田公立美術大学 
 日程 平成３０年年８月９日（木）・１０日（金）予定 
・第１２回全国高等学校情報教育研究会全国大会の公募 
 公募締め切りは、平成２９年６月３０日 
 質問は随時、事務局まで 
・今後の役員人事 
 副会長人事 
・理事会 
 平成２８年１０月または１１月に、会長・副会長・事務局で会議を設定 



基調講演 



基調講演～宇宙開発とＩＴ～ 

● 宇宙開発におけるＩＴ技術についての話 

● デジタル時代を生き抜くための能力・スキル 

「創造性」 

「課題設定力」 

「論理的思考力」 

・・・多くの経験と高い目標から生まれる 

・・・しっかりとした現状分析と目標を定めることが大事 

・・・磨くために情報教育は最適 



ライトニングトーク 
・発表者が内容を１分３０秒で紹介する。 

・「発表者にも見える」タイマーが導入された。 

・発表者が内容のキーワードを提示する。 

・時間がくると、強制終了となる。 

＜神奈川大会の新しい試み＞ 



ポスターセッション 

１．「中学生に情報モラルを教えよう」カリキュラムの実践 
２．専門教科情報「課題研究」での実践報告と今後の課題 
３．教育用言語「ドリトル」のオンライン学習環境 
４．オンラインプログラミング環境と学習管理機能の実現と試行 
５．PROVIT：初学者向けＣ言語オンライン教育支援ツール 
６．3Dプリンターを活用した授業実践 
７．第4回大学情報入試全国模擬試験実施結果 
８．コード忍者の里 for Scratch：プログラムレベル自動評価と 
  機能自動分析 
９．GoogleAppsによせる期待と不安 
10．歯車式計算機を体験してみる 
 

１５テーマについての発表があった。 



ポスターセッション 
11．社会の情報化の問題を考えるプログラミング教育授業 
12．ラズベリーパイ上のドリトルとセンサによるゲーム制作実習 
13．Googleフォームでミニテストの自動採点＆結果返信！ 
14．情報科教員を目指す学生さんに向けたガイダンス会の紹介 
15．「ドリトル」と「ロボティスト（スタディーノ）」を利用した授業の 
   実践報告 



企業展示 
２５企業による展示・説明があった。 

プログラミング教育や、情報リテラシー
についての展示が多かった。 



教育懇談会 

高校の先生だけでなく、大学の先生や予備校・
企業の方と交流でき、有意義だった。 



大会２日目（８月９日（火）） 



分科会（４会場×９，１発表３０分） 



分科会（４会場×９，１発表３０分） 

若手分科会 



分科会（１） 

オンラインプログラミング環境と学習管理機能の提案 
     （発表者：大阪電気通信大学 兼宗 進 先生） 
     【仕組み発見】 



分科会（２） 

PROVIT：初学者向けC言語オンライン教育支援ツール 
     （発表者：会津大学 原 昴平 先生） 
     【効率化】 



分科会（３） 

「エイリアンとの交信」を題材としたプログラミングと 
アクティブラーニング 
 （発表者：神奈川県立津久井高等学校 大里 有哉 先生） 
     【コミュニケーション】 



分科会（３） 

「プログラミング」 「アクティブラーニング」 

Excel VBAを使用してコードの記述 

実行結果がセルにより可視化できる 

作成したプログラムをお互いにテストして評価 

改善活動 

VBA・・・エイリアンの言葉 

スモールステップ 
ストーリー仕立て 

ＭＩＳＳＩＯＮをクリアしていく 

親しみやすい内容 

言語活動の充実 



分科会（３） 

親しみやすいＭＩＳＳＩＯＮ 

スモールステップで１つ
ひとつのコードを学習 

生徒１人ひとりの
達成感を醸成 

学習したコードが次の学習に
つながるようにする 



分科会（４） 

問題解決型授業による「モデル化とシュミレーション」の
授業実践 
（発表者：埼玉県立川越南高等学校 春日井 優 先生） 

【既存の意味や価値を受け取り、新たな意味や価値を
創造・発信できる力の育成】 



分科会（５） 

プログラミングに関する授業指導案 
（発表者：埼玉県立草加高等学校 鶴見 美子 先生） 
     【問題の発見と解決へのアプローチ】 



分科会（６） 

ジグソー法を通して深める「情報の科学的な理解」  
（発表者：神奈川県立茅ヶ崎西浜高等学校  
鎌田 高徳 先生） 
     【主体性】 



分科会（６） 

題材・・・情報の科学 

知識構成型ジグソー法 

「社会と情報」 

次期学習指導要領 

● 情報の科学的な理解に裏打ちされた情報活用能力を    
       身につける 

「情報の科学的な理解」 
深まったか検証 

建設的相互作用 

● 積極的にアルゴリズムやプログラミングの考え方を 
   取り入れる 

・・・情報の科学的な理解に裏打ちされた科目を検討 



分科会（６） 

ジグソー法 



分科会（６） 単元・・・「情報のディジタル化」 
 
ねらい・・・３Ｄ動画の仕組みを理解させる 

どのように「色がついて、動いている 
ように見え、立体的に見えるか」 

授業前に課題の答えを出してみさせる 

Ａ，Ｂ，Ｃ  ３つのエキスパート学習をおこなう 

「伝えられそうなこと」をベースに３つのシート
をもつメンバーで１つのグループを構成し、 
やりとりをおこなう 

クロストークをおこない、自分のグループとは
異なる意見を中心に記入する 

授業後にもう１度、答えを出させる 



分科会（７） 

３Dプリンタを活用した普通科での授業実践 

最新技術を身近に感じる「デジタルファブリケー
ション実習」 
 （日出学園中学・高等学校 武善 紀之 先生） 
     【知的好奇心】 



分科会（８） 

タブレットを使ったアクティブラーニング等の 
授業の実践報告 
（横浜市立南高等学校 佐野 和夫 先生） 
【プログラミング】 



分科会（９） 

教科「情報」に関連する内容を問う大学入試 
問題についての分析 
     （神奈川大学 永松 礼夫 先生） 
     【共感】 



講評・講演 



講評・講演～主な内容～ 

● 今年度の研究会の総括 

● 情報ワーキンググループでの検討内容 

● 情報科新科目・情報科入試 

● 次期学習指導要領 

● 高大接続改革 

● プログラミング教育の動き 

● 観点別評価と指導 





















第９回大会を振り返って 

・第４分科会として、若手分科会が
新しく設けられた。 

・情報科専任の教員が多かった。 

・プログラミング教育についての発表が 
多かった。 



第１０回全国大会について 

開催日：2017年8月9日（水）～8月10日（木） 
会 場：国立大学法人 電気通信大学  
     東京都調布市調布ケ丘１丁目５－１ 
 
主 催：全国高等学校情報教育研究会 
共 催：東京都高等学校情報教育研究会  

東京大会 



東京大会会場アクセス 


